
 

    
    
    
    
今回はフードビジネス今回はフードビジネス今回はフードビジネス今回はフードビジネスで人材レベルの向上を目指す日本レストランシステムと、売上高で人材レベルの向上を目指す日本レストランシステムと、売上高で人材レベルの向上を目指す日本レストランシステムと、売上高で人材レベルの向上を目指す日本レストランシステムと、売上高 1111 兆円を目指兆円を目指兆円を目指兆円を目指

すすすすＺＺＺＺ社を比較してみましょう。社を比較してみましょう。社を比較してみましょう。社を比較してみましょう。    

総合評価は見事な右肩上がりで、営業効率、資本効率は天井打ちしている総合評価は見事な右肩上がりで、営業効率、資本効率は天井打ちしている総合評価は見事な右肩上がりで、営業効率、資本効率は天井打ちしている総合評価は見事な右肩上がりで、営業効率、資本効率は天井打ちしている((((①①①①))))にもかかわらず、経常にもかかわらず、経常にもかかわらず、経常にもかかわらず、経常

利益増加率は右肩上がりに推移している利益増加率は右肩上がりに推移している利益増加率は右肩上がりに推移している利益増加率は右肩上がりに推移している((((②②②②))))という、極めてまれな形状になっています。という、極めてまれな形状になっています。という、極めてまれな形状になっています。という、極めてまれな形状になっています。    

こういう形状の企業は大抵、経営革新を起こす「しくみ」が内部化されており、かつ、人材教育に熱

心であることが多いのです。なぜなら、経営革新は、人的資源管理が的確に行なわれている企業でな

いと起こせないからです。 

【総合評価】  【営業効率】 【資本効率】 【生産効率】  【資産効率】  【流動性】【経常利益増加率】 【安全性】 

 
日本レストランシステムの経営の最重要課題経営の最重要課題経営の最重要課題経営の最重要課題は「企業は、最後は人で決まる」との観点から、人材の人材の人材の人材の

レベルをいかにして向上させていくかレベルをいかにして向上させていくかレベルをいかにして向上させていくかレベルをいかにして向上させていくかに置いています。 

同社は業態開発の優位性、また、収益性の高さや財務基盤の安定性を背景に、従業員教育、優秀な人

材の獲得つなげ、人材レベル向上の善循環を目指しています。 

また、日本レストランシステムは、生産効率が赤信号領域にあり(③③③③)、営業効率が青信号領域で天井

打ちしている①①①①ことから、売上高至上主義の企業ではなく、質的経営を優先する企業であると推察さ

れます。 

 

 2002 年決算 2003 年決算 2004 年決算 2005 年決算 2006 年決算 

売上高合計 23,711,429,000 24,196,405,000 24,635,441,000 26,341,280,000 27,823,981,000 

売上総利益 18,076,892,000 18,397,793,000 18,700,593,000 19,939,021,000 21,411,385,000 

売上高総利益率 76.24 76.04 75.91 75.69 76.95 

営業利益 4,246,591,000 4,589,184,000 4,737,336,000 5,147,598,000 5,807,024,000 

売上高営業利益率 17.91 18.97 19.23 19.54 20.87 

経常利益 4,033,835,000 4,471,110,000 4,775,177,000 5,165,869,000 5,867,508,000 

売上高経常利益率 17.01 18.48 19.38 19.61 21.09 

売上高総利益率が 76.95％、売上高経常利益率が 21.09％という素晴らしい数値となっています。 
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右のグラフは売上高１兆

円を目指すＺ社です。急

激な売上拡大は総資本を

膨張させ、負債過多を引

き起こすリスクと隣あわ

せです。 

また、従業員の急増に人

材育成も追いつかないと

いうリスクも負わなけれ

ばなりません。 

左グラフ１段目は日本レストランシステムとＺ社の売上高

増加率です。 

急成長の日本レストランシステムの売上高増加率はどちら

と思われますか。もうおわかりですね。 

左の売上高増加率が低調な方です。 

左グラフ２段目は両社の従業員増加率のグラフです。 

左グラフ３段目は両社の総資本増加率のグラフです。 

どちらも右グラフの縦軸の目盛りの大きさにびっくりされ

ていることでしょう。 

 

1980 年の吉野家の倒産は 200 店舗の次は 300 店舗と急成長

路線を突っ走り、店舗数に見合った牛肉量が確保できずに

調達コストを増加させ、コスト削減のために冷凍肉や加工

肉を使用したり、たれを粉末にしたりして味の劣化を招い

たことが原因です。 

高い売上目標を掲げることは多くの人にわかりやすいため

リーダーシップの発揮には有効です。また、市場占有率獲

得が必須の場合には上に述べたリスク以上の価値があると

判断される場合もあります。 

これに対し、日本レストランシステムは味にこだわり、商品開発を行う一方、既存店の活性化に力を

注いでいます。 

 

 まとめ 「新規出店でしか売上が伸びない」との嘆きが聞かれる業界において、①経営課題を人材

のレベルをいかにして向上させていくかに置き、②「既存店の活性化で質的経営の向上」を目指す、

日本レストランシステムが力をつけている事実は見逃せません。 

【総合評価】 【営業効率】 【資本効率】 【流動性】 【安全性】 

     

 
 

 
 

 
 

編集後記編集後記編集後記編集後記 学生時代あせって問題集を何冊も買い込み勉強する子よりも１冊を徹底的にマスターした子のほうが

成績よかったな～。「え？ あんたはどっちだって？ もうおわかりですね。」   (~o~)      文責 JY 
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SPLENDID２１NEWS について…今後、送付の必要のない方にお願いいたします。同封の説明会の案内 FAX 下

部の不要の欄にチェックをして、必要事項を記入の上、お手数ですが FAX 送信をお願いいたします。 


